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・・。その概念が現在と同様に認識されていたか否かはともか
く、知りたいことを知り、知らせたいことを知らせようとする心情を、
ら人びとは心に抱き続けていた。その情報を伝え受け取る
自
と
な改革をもたらした。そしてその300年後、ハリソンが
クロノメータ（船舶用時計）を開発して、世界の海を巡る帆船の航法
と進歩した。船は海上を人と物と同時に、情報を連んだ。すぐ
シャップ (Chappe)
ミュレイ (G. Murray) 
は、はじめて“人”（旅人／使者／捕虜など）
しながら疎通するようになった。
であり、板上の 6
ミュレイ
ある。
1835年にサミェル・モー）
るようになった。
もとより日本艦隊と雌雄を決すべく
ヽ
＿
ここに、
1. 
1850年、 ドーバ
る。
22-
ヨーロッ
は、巻頭グラビアの図 1
通りである。
(1) 
たのである。
Great Northern 
しながら、次の
イギリス
Co. （日
アラビア海～インド～
シンガポール～上海
ならびに
⑤ウラジオストック～シベリ
～ペテルブルグ
は
2005年 5月
鯨よ海底ケープルを見たか：
れた。それより早くペテルブ
ルグはヨーロッパ各国と電信回線が接続され
ていた。したがって、わが国は③と④の複数
のヨーロッ
なお日本海車は日露開戦鰐頭、④長崎～ウ
ラジオストク回線を切断した。（“・。・視
2"参照）
(3) ヨーロッ フリカ フル／
ヨーロッパ各地から、それぞれの植民地が
(4) 
1 -1に
（ペテルフルグ
あった。そ
されたこ
目的は次の通りであった。
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後、 1879年、こ
ロー とこ ペテ
オブザーバーとして出席した
した。
2. 国際的な郵便網
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図 1-1 :ヨーロッ リ
ロシア第二太平犀艦豚もこの回線を経由した電報で本国との情報疎追をはかった。 THEEASTERN 
AND ASSOCIATED TELEGRAPH COMPANIES CABLE ROUTES-1898. 
アフリカ大陸とマダガスカル島を結ぶ回線はこの図版の出版後に開通した。
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ある。日
ことであった。
Il ロシア海軍の無線電信
モールス以来、人びと
を通じて電気信号とし
るシステムである。
イタリアでマルコーニが、ロ
シアではポポフ（巻頭グラビア図 8)が、そし
て日本では松代松之助が、モールス
て“電線”無しで文字情報を伝える
る。人びとにとって、これ
った。その先端技術は、
たのであった。
と
し
テルブルグ）著“ポポフ：ロシアのマルコーニ？”
および、 M.ラエドフスキー（ポポフ
『アレキサンダー・ポポフ：
[5] を主に参照しながら、
1.ポポフの生い立ち[4]
アレキサンダー・ステファノヴィッチ・ポポ
フ (1859-1906)は、北ウラル
とし
また、ファラデー
ポ
る
なった。それは、
るというものであった。
ペテルブルグ市内を流れる大ネフカ河にmっ
たキャンパスの中で、ひとき
ポポフの研究室があったという。
2. 
[4] [5] 
。ペプルブルグ。 18世
こピー一
ロッパ風の街並み
そしてその沖合に浮かぶコリトン
クロンシュタット
クスウェ
そして彼はこ
した。そしてポポフは、
として教育と
にロシ
れていた。
(1) 
1893年、ポポフはそのクロンシュタットの
になった。その時34
ヘルツ (1857-1894)は1888年から89年にか
る実験結果を出版し
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興味を抱きながら
18~図年ポポフ
で変化す
用いて、
ことを、
せたりもした。
このようにポポフはきわめ
であり
をする
ポポフの脳裏を離れなかったのでる。
(2) 電磁波についての研究
その時点でロシ
ヘルッ波、すなわ
えはじめたばかりであった。
たとえばペテルブル
ポポフも所属していたロシ
ちでさえ
あったO.D.コフォルソンはELEKT
ぎない。しか
こから何が生み出される
のか明確にはできないし、ま
なるもの
も
ことで、 A.
デュマの小説『モンテクリフト伯』にも
する。
はともあれ、 1892年にw．クルックス
も、
れた。
HERTZが刊行されて、ポポフ
となったのである。
ポポフの興味は、ロッジのコヒーラー
(coherer)に関する
ヒーラーとは、ガラス
したもので、
に高まり
そのコヒーラー
とによってロッジは、
の振れによって検出した。ちなみにコヒーラー
ヘルツは、
を検出していたのである。
(3) 新たなコヒーラー検波器と無線受信機の
開発
ロッジの実験を繰り返すことによって、ポ
ポフは1895年の初めに、
したマルコーニ（
ド）ト
“” ． 
とにコヒーラ
せる“デ・コヒーラー”
してポポフは、間欠的
していたのである。
ポポフはまず、自
ため、
きる検波器の開
る
のリレーととも
26- 2005年 5月
ペル
図 1-2 ：ポポフの電鈴式受信機の原理 [4]
゜このようにし
れてくるモール
こ
るいは Bに2.5メ
こり
ベル
図1-3：ポポフが1895年に開発した電鈴受信機
したすべてを1895年、ペテル
ブルグのロシア物理・化学学会に報告すると
ともに “AnInstrument for the Detection 
and 
3. 
したのである。
んだポポフは、マルコーニ
知った。だがその装置の詳細は不明であった。
それでもポポフはマルコーニが自分と同
んでいるものと推察して、自身の方針にしたがっ
た。彼にとっての励みは、
だ。そのベルは、モ
と“-”にしたがっ
ルス
して、
ど 1897年 3月、ポポフはクロンシュタットの海
クラブで、彼が開発した装置による無線
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ゞではある
れ、洋上実験のた
(1) 最初の洋上実験
ら
であった。ポポフが目
している間は、彼の助手
ルのアンテナ
の2倍になった。
(2) 電磁波の散乱／反射現象を発見
れていたのである。
“巡洋艦「イリイン」
てた「イェフロパ」と「アフリカ」
した時、「イリイン」が伝搬路を通り過ぎ
けての
られた。
図 1-4：無線電信の基礎訓練中
の兵士 [7]
得体の知れない“敵”
く彼は必死の努力を重ねた。
した'’。
ポポフが1897年にフィン
この年ポポフは、フランスとドイツにおけ
る無線電信開発の現状調査の機会を得た。彼
ル塔か
その頃フィンランド
の下に「イェフロパ」と「アフリカ」の間で、
て、毎日のように
されていた。その数は 8月21
日から 9月 3日の 2週間足らずの間に126通
れた時には、
けとなった。
-28 
4.無線電信の組織的な導入に向けて[5]
ポポフは、
1899年、ポポフ
2005年 5月
た。現地で
してポポフは、コル
しながら、クロンシュタッ
ロシア艦隊とフランス艦隊のため
たのである。そのコル
おける
目的とする。
・レマート
した。
からレーウェリ（現エストニア・タリン）
由でゴグランド島に向かう。砕氷艦「イェル
マク」で無線設備はじめとする機材の輸送と
「アプラクシン」の直接救援を目的とする。
1900年 1月4日にコトカに着いたレマート
った。付近の森林を伐
はコトカから、
ポポフは黒海洋上の軍艦でも
功した。この年の終りに彼は、
(3) 
クロンシュタットからリ
バウ（現ラトヴィア・リエパヤ）
「アドミラル・アプラクシン」
りフィンランド湾内ゴグランド
した。
なることは、
ほかならない。
「アプラクシン」救援のため、フィンラン
ゴグランド島とフ ‘― 
トカ
でクッサロ島に向かっ
そして 1月16日、クッサロ（コトカから
した無線
ることになった。
は2つの救援チームを組織
した。すなわち
①レマート大尉チーム：ペテルブルグから
でコトカに向う。ポポフとリュブキンが加わっ
し
“砕氷艦イェルマク
漁民50人ノ乗ツタ
ヲ
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その翌日、この漁民救出のニュースはロシ
った。ポポフ
くの人命を救助したことに人びとは大きく感
も
報がコトカのポポフのもと
そして、
も
タット
のである。
②マカロフ
つり
クロンシュ
けられた
ノ
コトカ
ならなかった。
日
たことを知ったポポフの心中は、如何ばかり
であったろうか・・・。
ともあれ、やがて「アプラクシン」
も成功し、同艦は 5月初旬、自力でクロ
出゚のためにクッサ
とゴグランドの両
され、その間に440通の
そしてザルベスキーとリュブキンがゴグラ
り、ポポフもクッサロから引き
図 1-5: 
¥.、
6に示した。
た。
-30 
テレフォンタイブ
図 1-6 ：ポポフの電話型受信機 [7]
図1-7：ポポフの
あることは1752年に、アメリ
カ人フランクリンによって解明されたいた。
ポポフは、無線受信機の開発過程で、そ
なわち
のロシ
（サンクト・ペテルブル 「ポポ
フ
2005年 5月
5. 無線電信の重要性への再認識とポポフ
の評価
戦艦「アプラクシン」救援のため
を通じての人
彼はペテルブルグの
(Alexander il Electro technical Ins ti tu te) 
として招聘された。そして
も、彼は精力的に無線電信の研究を続け
た。
(1) ポポフとマカロフ[5]
(2) ポポフとマルコーニ
[9] 
1902年 6月、イタリア
ロ・アルベルト」でロシ
をサンクト・ペテルブル
してい
ン」の救援
｝ーナ、
し
したマルコーニが、クロンシュ
タット軍港とイギリスの西端コーンウォ
1,600マイルの通信実験を行った。ポポフが
「カルロ・アルベルト」にマルコ
向けて、同
る。
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図 1-8 :1903年「国際無線電信予備会議」 [1J 
をめぐって、国際的な世論は紛糾した。ベルリンで開催された会議の出席者、ポ
ポフは2列右から 7人
(3) 
ルが贈られた。
(4) 
ロシ
してポポフが加わった（図1-8)。
彼は、
メダ 家として
6. 「スラピ。 J
 
と
他方、マルコーニは1887年、マルコー
した。同社は、いちは
やくイギリス、アイルランド、イタリア、ベ
ルギー、カナダなどに船舶と交儒する
し。。。
1903年 9月、ロシ
めざしてクロン
その艦隊は、ポポフ
限ら
であっ
た。 していた。
そのロシア艦隊の旗艦「クニャージ・スウォ
ロフ」 ロジェストウェンスキー
-32 2005年 5月
を
くなったほどだった。
たかったよ・・・
[10] 
゜
ものである。が、そ
し
よう
●..私たちの艦隊は昨日、クロンシュタッ
トを出港し
ポポフ
った。
りであることを、神ならぬ身の彼は知るよしも
なかった。
は、この艦がクロンシュタット
きの配置図が褐出されている。
選ばれたのである。
しかし、この年の 1月にペテルブルソい匹-つ
た“血の日曜日’'事件以来、ロシア
命の前兆がきざしていた。その連動に参加する
も少なくなかった。学生が逮捕されるたび
ごとにポポフ学長はその“もらい下げ”のため
＼た。
呼び
、心労
る夫人の献身
らぬ人となっ
ンクト・ペテルブルグ。その大
されている。日
ロラ
ー＿—-ヽ V
.、......
ロシ
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をめざすかも・・・。
艦内には無線機器は一時代後のもの
ラビ・アルコ
されている。
さ
は、この艦が
ポポフが「ス
き
日露戦争は、 Iに示し
に戦われた。とりわけその海戦に
初めて実用に供された。ロシア
は、 Iで述べたようにポポフが、そ
でも
ほぼ独力で手掛けたのだった。
それにしてもポポフは艦隊の作戦行動におけ
る無線電儒の必要性、それはあまりにも明白な
せるという、
とってはまった＜余分な労力を費やさなけ
ればならなかった。加えて初期の研究費は自
した。ポポフ
ロシアにおけるこの新しし
たばかりでなく、
初の組織になり
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Abstract 
This paper describes the wireless tele-
graph systems developed by the Russian 
radio pioneer A. S. Popov as well as the 
status of the worldwide telegraphic network 
of land and submarine cables at the begin-
ning of the Russo-Japanese War. 
Worldwide Telegraphic Network 
The telegraphic network had already 
been constructed throughout the Eurasian, 
African and American continents. So wired 
telegrams could come and go al over the 
world in a few days. 
In another words, the War was the first 
one which the process was informed widely 
to the people, therefore, they could shared 
the knowledge and experiences about the 
War, in reading news distributed through the 
network. 
In addition, wireless telegraphs were 
begun to be used in the operation on the sea 
battles of the War. 
Wireless Communication System Developed 
by Popov 
Alexander S. Popov (1859 - 1906), a 
Russian physicist, had devoted to the devel-
opment of wireless equipments for the 
Russian navy from the beginning of the wire-
less age. He begun to develop wireless re-
ceiver equipped with coherer. He also 
invented the new type carbon detector in 
1899. 
The "Popov-Ducretet" system 
The system which developed by the cop・ 
eration with Ducretet, a French businessman, 
produced in the Siemens factory in Russia, 
were equipped to Russian warships of the 
Pacific Fleet based on Lushun (Port・ Arthur) 
and Vladivostok. 
In 1904 the Fleet, commanded by 
Admiral Makarov, eavesdropped and jammed 
against the wireless communication among 
Japanese warships. 
The 
The wireless communications system for the 
Russian Second Pacific Fleet under the com-
mand of Admiral Rozhestvensky were pro-
duced by the Siemens factory in Russia 
based on the Popov's technology. 
The system named "Slaby-Arco" which 
means the "Glorious Radio-wave." Popov 
hastily installed these equipments to the 
warships at Kronshtadt in 1904. 
The Second Pacific Fleet set sail from 
Kronshtadt bound for the Far East in 
September 1904. 
It was really long voyage, but no-return, 
in spite of the glorious name of the wireless 
equipments. 
